
国保依田窪病院の理念
●地域に密着した心あたたかな医療を実践します
●地域における基幹病院として高度医療を提供します

依田窪病院だより
病院広報誌 白樺

常勤内科医師が
11月に着任します！
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患者さん・地域のみなさん

この度、依田窪病院に勤務することとなりました津田勝路と申します。
私は主に腎臓内科や透析を専門としており、３年ほど前ですが、非常勤医として当院の透析

室に勤務していたことがあります。
その頃からこの地域や当院に良い印象を持っており、いつか常勤医として勤務したいとの思

いがありました。このため縁あって当院に勤務することが決まった時は「やっと戻って来るこ
とができる」と大変嬉しく思いました。
一人の医師にできることは限られており、どこまで地域の皆様のご期待に沿えるかは分かり

ません。しかし当院のあらゆるスタッフと協力しながら腎臓内科や透析を始めとした内科診療
体制の充実を図っていきたいと思います。
１１月より、よろしくお願い致します。

～勤務される内科医師からのご挨拶～
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～1億6千万円の純利益を計上～

＜病院モニターの方々＞
長和町長門地区 北村 よう子さん
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長和町和田地区 田中 俊郎さん

樋口 晴子さん
上田市武石地区 伏見 貴昭さん

伊藤 孝さん

病院会計17年ぶりの黒字決算
９月２６日に依田窪医療福祉事務組合第２回定例会が開催され、平成

２８年度の病院事業会計決算の認定ほか、６議案が認定、可決、同意さ
れました。
「収益的収支」において、和田診療所も含めた全体での「事業収益」

が約31億円、「事業費用」が約29億3,567万円で、差し引き1億6,443万円
余の経常利益となり、これに医療機器等固定資産の除却などの特別損失
を加えた純利益は、およそ1億6,194万円となりました。
黒字決算の主な要因は、収入では構成市町繰入金の算定基準見直しに

伴う繰入金の増額と、入院患者増加に伴う入院収益の増額約1億2,300万
円（前年比）があったこと、支出では人件費や経費の縮減ができたこと
によるものでした。

平成２８年４月から内科は、前年度より医師が２名少ない４名体制でのスタートとなりましたが、年度
中には、医師の確保ができませんでした。地域の皆さまや患者の皆さまには、ご心配ご不便をおかけし申
し訳ありません。
このような厳しい状況のなか、医師を筆頭に昼夜を問わず診療、看護に精一杯取り組んでいます。病院

と地域がともに協力し合い、地域に根ざした医療サービスの提供を目指しますので、なお一層のご理解、
ご協力をお願いします。
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入退院支援センターでの説明

懇談会の様子

病院モニター見学会・懇談会

依田窪医療福祉事務組合議会の報告


